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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも樹脂、溶剤及び顔料とを含有する赤色着色剤組成物において、顔料として、ピ
グメントレッド２５４、ピグメントレッド１７７、および黄色顔料を含み、黄色顔料がピ
グメントイエロー８３、１３８、１３９または１５０であって、ピグメントレッド１７７
の全顔料に対する含有率が５０～８５質量％であり、さらにスルホン酸基が導入されたジ
ケトピロロピロール系顔料誘導体を含有し、顔料の平均分散径が２０～１００ｎｍであり
、かつＣ光源を使用して測定したＸＹＺ表色色度図における色度座標（ｘ、ｙ）において
、ｘ＝０．６５０となる塗膜を形成したとき、０．３１０＜ｙ＜０．３３６であって、そ
の透過率スペクトルが下記式（１）および（２）を満たすことを特徴とする赤色着色剤組
成物。
０．４＜Ｔ４１０＜４　　（１）
８５＜Ｔ６３０＜９５　　（２）
ここで、Ｔ４１０は波長４１０ｎｍにおける透過率（％）、Ｔ６３０は波長６３０ｎｍに
おける透過率（％）である。
【請求項２】
前記ピグメントレッド２５４の全顔料に対する含有率が５～４０質量％であることを特徴
とする請求項１に記載の赤色着色剤組成物。
【請求項３】
前記黄色顔料の全顔料に対する含有率が２～２５質量％であることを特徴とする請求項１
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または２に記載の赤色着色剤組成物。
【請求項４】
前記スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体のイオン交換水との混
合液の波長４００～８００ｎｍにおける吸収スペクトルの最大吸収波長が、５００ｎｍ以
下であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の赤色着色剤組成物。
【請求項５】
前記スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体が、スルホン酸基が導
入されたピグメントレッド２５４であることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載
の赤色着色剤組成物。
【請求項６】
１色または複数色の画素がパターン状に設けられたカラーフィルターであって、前記の画
素は着色層を有し、該着色層のうち少なくとも１色は請求項１～５のいずれかに記載の赤
色着色剤組成物により形成されたものであることを特徴とするカラーフィルター。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、赤色着色剤組成物、及びそれを用いてなるカラーフィルターに関するもので
あり、特に液晶テレビ用として使用するのに適した、色再現性に優れ、透過率、コントラ
スト比の高い赤色着色剤組成物、カラーフィルターに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液晶表示装置は軽量、薄型、低消費電力等の特性を活かし、ノートパソコン、携
帯情報端末、デジタルカメラ、デスクトップモニタ等様々な用途で使用されてきたが、特
に最近では大型の液晶テレビが開発され、急速に市場が拡大してきた。テレビ用途では、
既存のＣＲＴ（陰極線管）テレビ同等の表示を実現するために、従来の液晶表示装置より
も色再現範囲を拡大する必要がある。ここで色再現範囲とは、ＸＹＺ表色系色度図におけ
る赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各色度座標を結んでなる三角形のＮＴＳＣ（Ｎａｔｉ
ｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ）規格に対する面
積比で表される。ＣＲＴの色再現範囲はＮＴＳＣ規格比約７２％であり、これはＲＧＢ各
色のＸＹＺ表色系色度図における色度座標（ｘ、ｙ）がそれぞれＲ（０．６４０，０．３
３０）、Ｇ（０．２９０，０．６００）、Ｂ（０．１５０，０．０６０）であるＥＢＵ（
Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ Ｕｎｉｏｎ）規格にほぼ等しい。
【０００３】
　液晶表示装置は、バックライトの光をカラーフィルターにより選択的に透過／遮断する
ことにより表示を行う。従って、液晶表示装置としてＥＢＵ規格同等の色再現範囲を実現
するためには、バックライトの波長特性に合わせて、カラーフィルターのＲＧＢ画素の色
を調整する必要がある。すなわち、バックライトの光を効率的に透過／遮断できる顔料系
を選択し、加えて画素の厚膜化、及び／または顔料高濃度化による高色純度化を行うこと
により、バックライトと組み合わせたときにＥＢＵ規格に近い表示色が得られるよう設計
される。
【０００４】
　液晶テレビ用カラーフィルターに要求される特性として、上記のＥＢＵ規格同等の広い
色再現範囲に加えて、高透過率、高コントラスト比が挙げられる。従来、透過率、コント
ラスト比は色再現範囲とトレードオフの関係にあり、色再現範囲を拡大しようとすると透
過率、コントラスト比が低下してしまうという問題があった。従って、テレビ用途の場合
、広い色再現範囲と高透過率、高コントラスト比をいかに両立するかが課題となる。特に
後述のように、Ｒ画素のコントラスト比はＧ、Ｂ画素に比べても低く、テレビの画質向上
のために、ＥＢＵ規格同等の色度表示が達成可能で、かつコントラスト比の高いＲ画素を
作製できるカラーフィルター用赤色着色剤組成物が必要とされてきた。
【０００５】
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　一般的にカラーフィルター用着色剤組成物では、所望の色度を実現するために複数の顔
料が組み合わされて用いられる。Ｒ画素の場合、主顔料である赤色顔料に、必要に応じて
副顔料として黄色顔料を組み合わせて調色される。
【０００６】
　テレビ用途では、従来、ＥＢＵ規格の色度を実現するために、例えば特許文献１に記載
のように黄色顔料を使用せず、ピグメントレッド（ＰＲ）２５４を主顔料とし、これにＥ
ＢＵ規格の特徴である青みの赤色、すなわち色度座標上のｙ値が小さい赤色とするために
少量のＰＲ１７７を副顔料として組み合わせる顔料系が使用されてきた。なお、ＰＲ２５
４を主顔料として使用すると、特許文献２に記載のように、６００～７００ｎｍの赤色波
長領域の透過率を７０％以上に保ったときに、４１０ｎｍの透過率が４％以上となるため
、従来、このような透過率スペクトル形状が広色再現性と高透過率を両立するための条件
と考えられてきた。
【０００７】
　しかしながら、ＰＲ２５４を主顔料とすると透過率は高くなるものの、塗膜のコントラ
スト比が低くなってしまうという欠点がある。従って、ＰＲ２５４の含有量が多い従来の
調色系ではＲ画素のコントラスト比が低くなり、液晶テレビの画質を低下させてしまうと
いう問題があった。
【０００８】
　一方、特許文献３～７には、カラーフィルター用赤色着色組成物に使用する顔料系とし
て、ＰＲ２５４、ＰＲ２５４以外の赤色顔料及び黄色顔料の３顔料系で調色する例が記載
されている。このように色調の異なる３顔料を使用した調色系では、２顔料系ではなしえ
なかった広範な色度範囲が調色可能であり、ＥＢＵ規格に近い色度も調整可能である。し
かしながら、このような３顔料系においても、単に上記従来の特許文献に記載されている
範囲内で適宜顔料組成比を調整してＥＢＵ規格に近い色度に調色するだけでは、色再現範
囲以外の液晶テレビの要求特性である高透過率、高コントラスト比を満足させることが困
難であった。
また、高透過率、高コントラスト比をさらに向上させるために、顔料誘導体等の分散剤を
適用して、顔料の分散安定性を向上させることも知られている（例えば、特許文献８～１
１）。しかしながら、誘導体の製造条件等が十分に制御されていない場合、その分散安定
化効果が小さい場合もある。
【特許文献１】特開２００１－１２５０８９号公報（第００１７段、第００４２段）
【特許文献２】特開２００１－２７２５２３号公報（請求項１等）
【特許文献３】特開２００３－１８５８３０号公報（第００１５段）
【特許文献４】特開２００３－２４８１１５号公報（第００８７段）
【特許文献５】特開２００１－８９０２５号公報（請求項４、第００３５段）
【特許文献６】特開２０００－１３１５１７号公報（第００４１段）
【特許文献７】特開平１１－２０９６３２号公報（第００１６段、第０１０８段）
【特許文献８】特開平７－１７３４０６号公報（請求項２）
【特許文献９】特開平７－１７３４０６号公報（第００２１段）
【特許文献１０】特開２０００－１６００８４号公報（第００１９段）
【特許文献１１】特開２００４－５０５１５７号公報（請求項１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は、かかる従来技術の欠点に鑑み創案されたもので、液晶テレビに使用するに適
したＥＢＵ規格同等の広い色再現範囲を有すると共に、高透過率、高コントラスト比を実
現することが可能なカラーフィルター用赤色着色剤組成物、及びこれを用いたカラーフィ
ルターを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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本発明者らは、従来技術の課題を解決するために鋭意検討した結果、以下の赤色着色剤組
成物を見いだした。
１．少なくとも樹脂、溶剤及び顔料とを含有する赤色着色剤組成物において、顔料として
、ピグメントレッド２５４、ピグメントレッド１７７、および黄色顔料を含み、黄色顔料
がピグメントイエロー８３、１３８、１３９または１５０であって、ピグメントレッド１
７７の全顔料に対する含有率が５０～８５質量％であり、さらにスルホン酸基が導入され
たジケトピロロピロール系顔料誘導体を含有し、顔料の平均分散径が２０～１００ｎｍで
あり、かつＣ光源を使用して測定したＸＹＺ表色色度図における色度座標（ｘ、ｙ）にお
いて、ｘ＝０．６５０となる塗膜を形成したとき、０．３１０＜ｙ＜０．３３６であって
、その透過率スペクトルが下記式（１）および（２）を満たすことを特徴とする赤色着色
剤組成物。
０．４＜Ｔ４１０＜４　　（１）
８５＜Ｔ６３０＜９５　　（２）
ここで、Ｔ４１０は波長４１０ｎｍにおける透過率（％）、Ｔ６３０は波長６３０ｎｍに
おける透過率（％）である。
２．前記ピグメントレッド２５４の全顔料に対する含有率が５～４０質量％であることを
特徴とする前記１項に記載の赤色着色剤組成物。
３．前記黄色顔料の全顔料に対する含有率が２～２５質量％であることを特徴とする前記
１または２項に記載の赤色着色剤組成物。
４．前記スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体のイオン交換水と
の混合液の波長４００～８００ｎｍにおける吸収スペクトルの最大吸収波長が、５００ｎ
ｍ以下であることを特徴とする前記１～３項のいずれかに記載の赤色着色剤組成物。
５．前記スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体が、スルホン酸基
が導入されたピグメントレッド２５４であることを特徴とする前記１～４項のいずれかに
記載の赤色着色剤組成物。
６．１色または複数色の画素がパターン状に設けられたカラーフィルターであって、前記
の画素は着色層を有し、該着色層のうち少なくとも１色は前記１～５項のいずれかに記載
の赤色着色剤組成物により形成されたものであることを特徴とするカラーフィルター。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の赤色着色剤組成物、及びこれを用いたカラーフィルターにより、ＥＢＵ規格同
等の広い色再現範囲、高透過率、高コントラスト比を同時に実現する液晶表示装置を作製
することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明について詳細に説明する。
本発明の赤色着色剤組成物では、特にテレビ用途として使用されるに好適な、広い色再現
性、高透過率、高コントラスト比を実現するために、顔料として、少なくとも特定の３種
類の顔料を使用することを必須の要件とする。すなわち、ジケトピロロピロール系顔料、
アントラキノン系顔料、及び黄色顔料である。通常、カラーフィルターの赤画素は２種類
の顔料を用いる。特にテレビ用途としてＥＢＵ色に近い色度、すなわち青みの赤を調色す
るためには、通常、ＰＲ２５４とＰＲ１７７の組み合わせが選択される。しかしながら、
このような２顔料系ではテレビ用途に必要とされる高透過率、高コントラスト比の両方を
十分に満たすことはできない。
【００１３】
　本発明に使用できるジケトピロロピロール系顔料としては、ＰＲ２５４、２５５、２６
４、ピグメントオレンジ（ＰＯ）７３、及びその誘導体等があげられるが、特にＰＲ２５
４を使用するのが、透過率スペクトルの５８０ｎｍ付近の立ち上がりがシャープで高透過
率が得られる点で好ましい。
【００１４】



(5) JP 4821316 B2 2011.11.24

10

20

30

40

50

　本発明に使用できるアントラキノン系顔料としては、ＰＲ１７７、及びその誘導体等が
あげられるが、特にＰＲ１７７を使用するのが色相、及び高コントラスト比が得られる点
で好ましい。
【００１５】
　本発明で使用できる黄色顔料としては、特に限定はなく、例えば、ピグメントイエロー
（ＰＹ）１２、１３、１４、１７、２０、２４、８３、８６、９３、９４、９５、１０９
、１１０、１１７、１２５、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０
、１５３、１５４、１５５、１６６、１７３、１８０、１８５、及びこれらの誘導体等を
好ましく使用できる。これらの中で、特にＰＹ８３、ＰＹ１３８、ＰＹ１３９、ＰＹ１５
０を使用するのが好ましく、更にはＰＹ８３、ＰＹ１３８、ＰＹ１３９を使用するのが好
ましく、特に、少ない添加量で調色可能な点で、ＰＹ８３、及び／またはＰＹ１３９を使
用するのが最も好ましい。従来、ＰＹ８３、ＰＹ１３９は透過率スペクトルの立ち上がり
がシャープではないために透過率が低下する問題があったが、本発明では、後述するよう
に、これら顔料を含む赤色着色剤組成物中の顔料の平均分散径を１００ｎｍ以下とするこ
とにより、高いコントラスト比と共に、高い透過率も両立しうることを新たに見出した。
【００１６】
　本発明では、上記のジケトピロロピロール系顔料、アントラキノン系顔料、黄色顔料以
外の顔料を含んでいても良い。ジケトピロロピロール系顔料、アントラキノン系顔料、黄
色顔料以外の顔料としては、例えば、ＰＲ２、３、９、２２、３８、８１、９７、１２２
、１２３、１４４、１４６、１４９、１６６、１６８、１６９、１７９、１８０、１９０
、１９２、２０６、２０７、２０９、２１５、２１６、２２４、２４２、２６６等の赤色
顔料、及びその誘導体、ＰＯ５、１３、１７、３１、３６、３８、４０、４２、４３、５
１、５５、５９、６１、６４、６５、７１等の橙色顔料、及びその誘導体、ピグメントバ
イオレット（ＰＶ）１９、２３、２９、３０、３２、３３、３６、３７、３８、４０、５
０等の紫色顔料、およびその誘導体等が挙げられる。これらを使用する場合、本発明の効
果である高透過率、高コントラスト比を達成するためには、使用量が少ない程良く、全顔
料中に占める比率として、好ましくは２０質量％以下、更に好ましくは１０質量％以下に
するのが好ましい。
【００１７】
　なお、上記顔料は必要に応じて、ロジン処理、酸性基処理、塩基性処理、顔料誘導体処
理などの表面処理が施されているものを使用しても良い。
【００１８】
　本発明で使用する各顔料の好ましい組成比としては、後述する色度、及び透過率スペク
トルの好ましい範囲を満たすことが可能な範囲に調整するのが好ましい。
【００１９】
　すなわち、ジケトピロロピロール系顔料の含有量は、全顔料に対として、５～４０質量
％が好ましく、より好ましくは５～３０質量％、更に好ましくは５～２５質量％である。
ジケトピロロピロール系顔料の使用量が４０質量％より多い場合、テレビとしてふさわし
くない程度までコントラスト比が低下することがあるため、好ましくない。また５質量％
より少ない場合、透過率が低下し、暗い表示となってしまうことがあるため、好ましくな
い。
【００２０】
　アントラキノン系顔料の使用量は、全顔料中に占める重量比率として、５０～８５質量
％が好ましく、より好ましくは５５～８５質量％、更に好ましくは６０～８５質量％であ
る。アントラキノン系顔料の使用量が、５０質量％より少ない場合、テレビとしてふさわ
しくない程度までコントラスト比が低下することがあるため、好ましくない。また８５質
量％より多い場合、コントラスト比は高くなるものの、透過率が低くなり暗い表示となっ
てしまうことがあるため、好ましくない。
【００２１】
　黄色顔料の含有量は、全顔料に対して、２～２５質量％が好ましく、より好ましくは２
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～２０質量％である。なお、黄色顔料は含有量が多くなるにつれ色調が黄味の赤色、すな
わち色度座標上のｙ値が大きい赤色となる。従って、全顔料中に占める黄色顔料の比率が
多すぎると、ＥＢＵ規格に近い、青みの赤色を実現することができなくなる。具体的には
、全顔料中に占める黄色顔料の重量比率が２５質量％を超えると、色調が黄色味になりす
ぎ、テレビとしてふさわしい色調ではなくなる傾向があるため好ましくない。また２質量
％より少ない場合、色調が青みになりすぎ、透過率が低く、暗い表示となってしまう傾向
があるため好ましくない。
【００２２】
　本発明の赤色着色剤組成物における顔料全体の含有量は、固形分全体に対し、好ましく
は、１０～６０質量％、より好ましくは２０～５５質量％、更に好ましくは２５～５２質
量％である。顔料全体の含有量が１０質量％より少ないと、所定の色度を得るための膜厚
が大きくなりすぎ、塗布が困難になったり、カラーフィルター表面の段差が大きくなり、
表示不良が生じたりする場合がある。顔料の含有量が６０％を超えて多いと、相対的に樹
脂分が少なくなりすぎるため、現像液に対する溶解性が低下し、パターニング性能に問題
が生じる場合がある。
【００２３】
　本発明の赤色着色剤組成物では、高透過率、高コントラスト比を得るために、その中で
混合して分散されている３種類以上の顔料の平均分散径を１００ｎｍ以下にする必要があ
る。ここで言う顔料の平均分散径とは、赤色着色剤組成物の体積基準の粒度分布測定を実
施したときの、５０％粒子径（累積中位径、あるいはＭｅｄｉａｎ径とも言う）のことで
ある。５０％粒子径を測定する方法としては特に制限はなく、例えば、レーザー回折法、
動的光散乱法を用いる市販の粒度分布測定装置等で測定できる。本発明における平均分散
径は、２０～１００ｎｍであることが必要であるが、より好ましくは２０～９０ｎｍ、更
に好ましくは３０～８０ｎｍである。平均分散径が１００ｎｍより大きいと、透過率、コ
ントラスト比が低下してしまう。また、平均分散径が２０ｎｍより小さいと顔料凝集が進
行しやすく、経時で透過率、コントラスト比が低下してしまう。
【００２４】
　顔料の平均分散径を１００ｎｍより小さくする手法としては、まず、使用する顔料の一
次粒子径を小さくする必要がある。具体的な一次粒径の範囲としては、平均値として、好
ましくは５～１００ｎｍ、より好ましくは１０～７５ｎｍ、更に好ましくは１５～６０ｎ
ｍ以下である。顔料の一次粒子径は、例えば顔料粒子の走査電子顕微鏡（ＳＥＭ）像の解
析などにより測定することができる。しかしながら、例え顔料の一次粒子径が小さくても
、赤色着色剤組成物中の平均分散径が小さくなるとは限らない。なぜなら、分散安定化が
不十分であれば、赤色着色剤組成物中で凝集が進み、平均分散径は大きくなってしまうか
らである。従って、例えば、後述する顔料分散方法、あるいは顔料分散剤等による分散安
定化が、本発明の平均分散径を満足させるための手法として好適に使用できる。
【００２５】
　本発明の赤色着色剤組成物は、テレビに適したＥＢＵ規格の色度に近い色度を満たすよ
う、Ｃ光源を使用して測定したＸＹＺ表色色度図における色度座標（ｘ、ｙ）において、
膜厚等を調整して、ｘ＝０．６５０となる塗膜を形成したとき、０．３１０＜ｙ＜０．３
３６であるように調色されるのが好ましい。ここで言う塗膜とは、赤色着色剤組成物を塗
布、乾燥した膜でもよいし、塗布後にフォトリソグラフィー工程等を通してパターニング
したパターン膜でもよい。調色の範囲としては、より好ましくは、０．３１５＜ｙ＜０．
３３２、更には、０．３２０＜ｙ＜０．３３０であることが、バックライトと組み合わせ
た際に、ＥＢＵ規格色度と近くなり、かつ、Ｇ、Ｂ画素と組み合わせたときのホワイトバ
ランスがテレビに適した色度になりやすいという点で好ましい。ｙ≧０．３３６の範囲で
は、Ｒ画素の色度がいわゆる「黄味の赤」の領域に入り、テレビに適したＥＢＵ規格に近
い、いわゆる「青みの赤」の領域からの乖離が大きくなってしまうため、好ましくない。
逆に、ｙ≦０．３１０の範囲では、青みが強くなり過ぎ、透過率が低くなりやすいため、
好ましくない。具体的には、下記式（３）で求められるバックライト光源を通したときの
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カラーフィルターのＲ画素色度と、ＥＢＵ規格のＲ色度との乖離を示す指数Ｄが、好まし
くは０．０１５以内、より好ましくは０．０１０以内、更に好ましくは０．００８以内で
あると、表示したときにＥＢＵ規格に近いＲの色調となり、テレビとして優れた色再現性
を有すると言える。
Ｄ＝｛（ｘ－ｘ０）２＋（ｙ－ｙ０）２｝１／２　　（３）
ここで、ｘ、ｙはバックライト光源を通したときのカラーフィルターのＲ画素色度、ｘ０

、ｙ０はＥＢＵ規格のＲ色度である。
【００２６】
　なお、ここで、ジケトピロロピロール系顔料、アントラキノン系顔料、及び黄色顔料、
更に必要に応じてその他顔料の３種類以上の顔料の混合により、塗膜色度が上記色度の範
囲に入るよう調整する組み合わせは、無限に存在する。しかしながら、単に色度を調整し
ただけでは本発明の目的とする著しい透過率、コントラスト比の向上を達成することはで
きない。上記の色度、平均分散径の範囲に加えて、更に、ｘ＝０．６５０となる塗膜の透
過率スペクトルが下記式（１）および（２）を満たすことにより、初めて、著しく透過率
、コントラスト比を向上させることが可能となる。
０．４＜Ｔ４１０＜４　　（１）
８５＜Ｔ６３０＜９５　　（２）
ここで、Ｔ４１０は波長４１０ｎｍにおける透過率（％）、Ｔ６３０は波長６３０ｎｍに
おける透過率（％）である。
【００２７】
　上記式（１）において、４１０ｎｍにおける透過率Ｔ４１０は、従来、前記特許文献２
に記載のように、値が大きい方がＲ画素としての透過率が高くなり、好ましいと考えられ
てきた。しかしながら、本発明の赤色着色剤組成物では、Ｔ４１０を低く抑えた方が、高
透過率を保ったまま、コントラスト比を高くすることができることを見出した。透過率ス
ペクトルとしては、上記（１）および（２）を満たす範囲に調整すれば好ましく使用でき
るが、よりコントラスト比を向上できるという意味で、下記式（４）および上記式（２）
を満たすことが好ましく、下記式（５）および上記式（２）を満たすことがさらに好まし
い。
０．８＜Ｔ４１０＜３　　（４）
１．２＜Ｔ４１０＜２．８　　（５）
　本発明の要件である平均分散径、色度、透過率スペクトルの範囲は、使用する顔料組成
比とも相まって、互いに相関しており、どれか一つでも好ましい範囲から外れると、テレ
ビに適した色度を保っての高透過率、高コントラスト比の達成が不可能となる。
【００２８】
　本発明の赤色着色剤組成物を用いて作成した塗膜の視覚上の明度は、ＸＹＺ表色色度に
おけるＹで表すことができる。好ましいＹの値としては、Ｃ光源を使用して測定したＸＹ
Ｚ表色色度図における色度座標（ｘ、ｙ）において、膜厚等を調整して、ｘ＝０．６５０
となる塗膜を形成したとき、好ましくはＹ＞１５、より好ましくはＹ＞１６、更に好まし
くはＹ＞１７であることが好ましい。Ｙが１５以下であると、カラーフィルター、更には
液晶表示装置を作成した際に、表示が暗くなり、視認性が悪くなってしまうため、好まし
くない。なお、Ｙは大きい程良いが、本発明の赤色着色剤組成物においては一般的に２２
程度が上限である。
【００２９】
　本発明の赤色着色剤組成物を用いて作成した塗膜のコントラスト比としては、ｘ＝０．
６５０になるように塗膜を調整したときに、好ましくは１３００以上、より好ましくは１
５００以上、更に好ましくは１６００以上であることが好ましい。コントラスト比が１３
００未満であると、カラーフィルター、更には液晶表示装置を作成した際に、散乱された
光が漏れ出るために、メリハリを欠いた表示となり、画質が不十分となることがある。
【００３０】
　次に、本発明の赤色着色剤組成物の作製方法の一例を説明する。
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本発明の赤色着色剤組成物は、ジケトピロロピロール系顔料、アントラキノン系顔料、及
び黄色顔料、更に必要に応じてその他の顔料を樹脂、溶剤中に分散させてなる。顔料を分
散させる方法としては、公知の技術を用いることができ、例えば、溶剤中に樹脂と顔料を
混合させ、ボールミル、ビーズミル等の分散機中で分散させる方法を好ましく用いること
ができる。ビーズミルを用いて分散させる場合、使用するビーズが小さい方が、顔料がよ
り微分散化され、かつ分散安定化されるため、本発明の要件である、平均分散径を１００
ｎｍ以下とする上で好ましい。具体的なビーズの種類としては、材質はジルコニアが好ま
しく、ビーズ径は好ましくは０．３ｍｍ以下、より好ましくは０．１ｍｍ以下、更に好ま
しくは０．０５ｍｍ以下である。
【００３１】
　また顔料の分散を安定化させるために分散剤として顔料の中間体、誘導体、染料の中間
体、誘導体といった低分子分散剤、“ソルスパース”（アビシア社製）、“ＥＦＫＡ”（
エフカ社製）、”アジスパー”（味の素ファインテクノ社製）等の高分子分散剤など公知
のものが使用できる。これらは顔料分散時に添加するか、顔料分散工程後に添加して使用
する。顔料分散剤として、特に本発明では、顔料骨格にスルホン酸誘導体構造を導入した
化合物を使用すると、顔料分散性が向上し、より平均分散径を小さくでき、ひいては高い
透過率、コントラスト比を得ることができるため好ましい。顔料骨格にスルホン酸誘導体
構造を導入した化合物とは、例えば、用いる顔料の分子構造に少なくとも一部が類似した
骨格にスルホン酸基、あるいはスルホン酸のアルカリ金属塩、アンモニウム塩、アミン塩
を導入した構造、あるいはスルホンアミド構造、スルホン酸エステル構造等を導入した構
造を有する化合物である。通常スルホン酸誘導体構造は顔料骨格の芳香環に導入されるが
、特に限定されるものではない。また、導入されるスルホン酸誘導体構造の数についても
、特に限定されるものではなく、１分子中に１個であっても良いし、２個以上であっても
よい。また、導入数や導入位置が同一の単一種の純粋な誘導体であっても良いし、異なる
ものの混合物であっても良い。
【００３２】
　上記のような顔料骨格にスルホン酸誘導体構造を導入した化合物は、例えば次のような
方法により合成される。顔料、もしくはその類似化合物を濃硫酸、発煙硫酸、クロロスル
ホン酸、またはこれらの混合液などに投入してスルホン化反応を行う。反応後、反応液を
大量の水で希釈、あるいは金属アルカリ水溶液またはアミン水溶液で中和することが好ま
しく、得られた懸濁液を濾過した後に水系の洗浄液で洗浄し、乾燥する。
【００３３】
　上記の合成過程で中和を行う場合、金属アルカリ水溶液もしくはアミンまたはその水溶
液を用いるが、好ましくはアミンまたはその水溶液を用いるほうが良い。カラーフィルタ
ー用顔料分散液、ひいてはそれを用いた着色剤組成物中に金属アルカリが含有していると
、カラーフィルター画素中に残存、液晶中に溶出し、液晶駆動阻害による表示不良を発生
させる恐れがあるからである。
【００３４】
　中和に用いるアミン水溶液としてはアンモニア、モノエタノールアミン、トリエタノー
ルアミン、テトラメチルアンモニウムヒドロキシドなどの水溶液を用いることができる。
本発明では特にこれらに限定されずに種々のアミン水溶液を使用することができるが、ア
ンモニアの使用がその揮発のしやすさから好ましい。
【００３５】
　上記のような顔料骨格にスルホン酸誘導体構造を導入した化合物は、色を問わずいずれ
の顔料にも効果があり、本発明で用いる顔料、すなわち、ジケトピロロピロール系顔料、
アントラキノン系顔料、黄色顔料に好適に使用できる。これらの中で、特に限定されるも
のではないが、ＰＲ２５４、ＰＲ１７７、ＰＹ１２、ＰＹ１７、ＰＹ８３、ＰＹ１３８等
に、これらの構造もしくは類似構造にスルホン酸誘導体構造、特に好ましくはスルホン酸
基を導入した化合物を顔料分散剤として添加して分散すると、分散安定性が良好となり凝
集が防げる。顔料骨格にスルホン酸誘導体構造を導入した化合物の添加量としては、重量
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比で顔料：顔料骨格にスルホン酸誘導体構造を導入した化合物＝８５～９９：１５～１が
好ましく、より好ましくは９０～９８：１０～２、さらに好ましくは９２～９７：８～３
の混合比で添加されるのが好ましい。添加量が少なすぎれば顔料分散安定化効果が発揮さ
れず、逆に添加量が多すぎれば、色調が好ましくないほど変化する可能性が生じる。
【００３６】
　特に、ＰＲ２５４に代表されるジケトピロロピロール系顔料の分散剤として、ジケトピ
ロロピロール系顔料、またはジケトピロロピロール系顔料が有する化学構造と類似構造を
有する顔料の骨格の一部にスルホン酸基が導入された化合物（以下ではまとめて、「スル
ホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体」と呼ぶ）を使用すると、ジケ
トピロロピロール系顔料を凝集させずに安定分散できるため、好ましい。
【００３７】
　通常、スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体は、一分子中に１
～４個のスルホン酸基が導入された化合物の混合物である。ここで、好ましく使用できる
スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体は、イオン交換水との混合
液の波長４００～８００ｎｍにおける吸収スペクトルの最大吸収波長が、５００ｎｍ以下
であることが好ましい。混合液の吸収スペクトルの最大吸収波長が５００ｎｍより長波長
側にある場合、顔料の凝集がおこりやすくなる。顔料の凝集をより少なくするためには吸
収スペクトルの最大吸収波長を４９０ｎｍ以下にすることがさらに好ましい。なお最大吸
収波長の測定は、スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体をイオン
交換水と混合して、最大吸光度が３（通常の紫外可視分光光度計の検知限界）を越えない
濃度の混合液を作製し、この混合液の状態で測定する。
【００３８】
　また、吸収スペクトルの最大吸収波長は、スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロ
ール系顔料誘導体を合成する時の反応条件（反応温度、反応液温度、反応時間など）によ
って制御することが可能である。原料であるジケトピロロピロール系顔料、またはジケト
ピロロピロール系顔料が有する化学構造の一部と同一の化学構造を有する顔料には５００
ｎｍ以下に吸収ピークはないが、適切な反応条件を適用することにより、５００ｎｍ以下
に吸収ピークを有する顔料誘導体を作製することができる。具体的には、例えば、濃硫酸
、発煙硫酸、クロロスルホン酸、またはこれらの混合液などの濃度や混合比などを適切に
調節し、反応温度０～１５０℃、反応時間１～２４時間の範囲において適宜反応条件を変
更することにより、吸収スペクトルの最大吸収波長を５００ｎｍ以下とすることができる
。
【００３９】
　具体的にはスルホン化剤として発煙硫酸を使用することが好ましく、また反応温度を低
く、反応時間を短くする方が最大吸収波長がより低波長シフトした顔料誘導体を得ること
ができ、好ましい。発煙硫酸を使用する場合の反応温度としては、好ましくは、５０℃以
下、より好ましくは４０℃以下、更に好ましくは３０℃以下である。反応温度が５０℃よ
り高い場合、その吸収スペクトルの最大吸収波長が５００ｎｍを越え、顔料の凝集がおこ
りやすくなる。
【００４０】
　スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体の吸収スペクトルの最大
吸収波長の測定方法は例えば次のような方法により行う。顔料誘導体をイオン交換水に投
入し、次いでボールミル、ビーズミル、超音波を印加するなどの方法により、イオン交換
水との混合液を作製する。最も好ましい方法としては超音波を適当な時間印加する方法で
ある。次いで、紫外可視分光光度計（例えば（株）島津製作所製ＭｕｌｔｉＳｐｅｃ－１
５００）を用いて混合液の吸収スペクトルの測定を行う。波長４００～８００ｎｍの範囲
において、最大の吸光度を示す吸収スペクトルのピークの波長を最大吸収波長とする。本
発明において、スルホン酸基が導入されたジケトピロロピロール系顔料誘導体の添加量と
しては、重量比でジケトピロロピロール系顔料：スルホン酸基が導入されたジケトピロロ
ピロール系顔料誘導体＝８５～９９：１５～１が好ましく、より好ましくは９０～９８：
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１０～２、さらに好ましくは９２～９７：８～３の混合比で添加されるのが好ましい。顔
料誘導体の量が少なすぎれば顔料分散安定化効果が発揮されず、逆に顔料化誘導体の量が
多すぎれば、色調が好ましくないほど変化する可能性が生じる。本発明の赤色着色剤組成
物の樹脂としては、特に限定はなく、通常、カラーフィルターに使用している樹脂、すな
わちアクリル系、エポキシ系、あるいはポリアミック酸等の樹脂を好ましく用いることが
できる。使用する樹脂によって、非感光性、あるいは感光性とすることができ、カラーフ
ィルター製造プロセスに応じて適宜選択することができる。
【００４１】
　以下で、非感光性赤色着色剤組成物に用いる樹脂の代表的な例としてポリアミック酸を
、また感光性赤色着色剤組成物に用いる樹脂の代表的な例としてアクリル系樹脂を用いた
場合について詳しく説明する。
【００４２】
　ポリアミック酸は、テトラカルボン酸二無水物とジアミンを反応させることにより得る
ことができる。本発明におけるポリアミック酸の合成には、テトラカルボン酸二無水物と
して、たとえば、脂肪族系または脂環式系のものを用いることができ、その具体的な例と
して、１，２，３，４－シクロブタンテトラカルボン酸二無水物、１，２，３，４－シク
ロペンタンテトラカルボン酸二無水物、１，２，３，５－シクロペンタンテトラカルボン
酸二無水物、１，２，４，５－ビシクロヘキセンテトラカルボン酸二無水物、１，２，４
，５－シクロヘキサンテトラカルボン酸二無水物、１，３，３ａ，４，５，９ｂ－ヘキサ
ヒドロ－５－（テトラヒドロ－２，５－ジオキソ－３－フラニル）－ナフト［１，２－Ｃ
］フラン－１，３－ジオンなどが挙げられる。また、芳香族系のものを用いると、耐熱性
の良好な膜に変換しうるポリアミック酸を得ることができ、その具体的な例として、３，
３’，４，４’－ベンゾフェノンテトラカルボン酸二無水物、ピロメリット酸二無水物、
３，４，９，１０－ペリレンテトラカルボン酸二無水物、３，３’，４，４’－ジフェニ
ルスルホンテトラカルボン酸二無水物、４，４’－オキシジフタル酸無水物、３，３’，
４，４’－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、１，２，５，６－ナフタレンテトラカ
ルボン酸二無水物、３，３”，４，４”－パラターフェニルテトラカルボン酸二無水物、
３，３”，４，４”－メタターフェニルテトラカルボン酸二無水物が挙げられる。また、
フッ素系のテトラカルボン酸二無水物を用いると、短波長領域での透明性が良好な膜に変
換しうるポリアミック酸を得ることができ、その具体的な例として、４，４’－（ヘキサ
フルオロイソプロピリデン）ジフタル酸無水物などが挙げられる。なお、本発明において
は、これらに限定されずにテトラカルボン酸二無水物を１種または２種以上用いることが
できる。
【００４３】
　また、本発明におけるポリアミック酸の合成には、ジアミンとして、たとえば、脂肪族
系または脂環式系のジアミンを用いることができ、その具体的な例として、エチレンジア
ミン、１，３－ジアミノシクロヘキサン、１，４－ジアミノシクロヘキサン、４，４’－
ジアミノ－３，３’－ジメチルジシクロヘキシルメタン、４，４’－ジアミノ－３，３’
－ジメチルジシクロヘキシルなどが挙げられる。また、芳香族系のジアミンを用いると、
耐熱性の良好な膜に変換しうるポリアミック酸を得ることができ、その具体的な例として
、４，４’－ジアミノジフェニルエーテル、３，４’－ジアミノジフェニルエーテル、４
，４’－ジアミノジフェニルメタン、３，３’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－
ジアミノジフェニルスルホン、３，３’－ジアミノジフェニルスルホン、４，４’－ジア
ミノジフェニルサルファイド、ｍ－フェニレンジアミン、ｐ－フェニレンジアミン、２，
４－ジアミノトルエン、２，５－ジアミノトルエン、２，６－ジアミノトルエン、ベンジ
ジン、３，３’－ジメチルベンジジン、３，３’－ジメトキシベンジジン、ｏ－トリジン
、４，４”－ジアミノターフェニル、１，５－ジアミノナフタレン、３，３’－ジメチル
－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－ビス（４－アミノフェノキシ）ビフ
ェニル、２，２－ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フェニル］プロパン、ビス［４－
（４－アミノフェノキシ）フェニル］エ－テル、ビス［４－（４－アミノフェノキシ）フ
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ェニル］スルホン、ビス［４－（３－アミノフェノキシ）フェニル］スルホンなどが挙げ
られる。また、フッ素系のジアミンを用いると、短波長領域での透明性が良好な膜に変換
しうるポリアミック酸を得ることができ、その具体的な例として、２，２－ビス［４－（
４－アミノフェノキシ）フェニル］ヘキサフルオロプロパンなどが挙げられる。
【００４４】
　また、ジアミンの一部として、シロキサンジアミンを用いると、無機基板との接着性を
良好にすることができる。シロキサンジアミンは、通常、全ジアミン中の１～２０モル％
用いる。シロキサンジアミンの量が少なすぎれば接着性向上効果が発揮されず、多すぎれ
ば耐熱性が低下する傾向にある。シロキサンジアミンの具体例としては、ビス－３－（ア
ミノプロピル）テトラメチルシロキサンなどが挙げられる。本発明は、これに限定されず
にジアミンが１種または２種以上用いられる。
【００４５】
　ポリアミック酸の合成は、極性有機溶媒中でテトラカルボン酸二無水物とジアミンを混
合して反応させることにより行うのが一般的である。この時、ジアミンとテトラカルボン
酸二無水物の混合比により、得られるポリアミック酸の重合度を調節することができる。
【００４６】
　このほか、テトラカルボン酸ジクロライドとジアミンを極性有機溶媒中で反応させて、
その後、塩酸と溶媒を除去することによってポリアミック酸を得るなど、ポリアミック酸
を得るには種々の方法がある。しかし、本発明においては合成法による限定はなく、上記
のポリアミック酸を用いることが可能である。
【００４７】
　本発明の赤色着色剤組成物におけるポリアミック酸の含有量は、固形分全体に対し、好
ましくは、４０～９０質量％、より好ましくは４５～８０質量％、更に好ましくは４８～
７５質量％である。ポリアミック酸の含有量が４０質量％より少ないと、現像液に対する
溶解性が低下し、パターニング性能に問題が生じる場合がある。ポリアミック酸の含有量
が９０％を超えて多いと、相対的に顔料の含有量が少なくなるため、所定の色度を得るた
めの膜厚が大きくなりすぎ、塗布が困難になったり、カラーフィルター表面の段差が大き
くなり、表示不良が生じたりする場合がある。
【００４８】
　次に、本発明で使用するポリアミック酸の構造単位の繰り返し数について述べる。ポリ
イミド膜の力学的特性は、分子量が大きいほど良好であるため、ポリイミド前駆体である
ポリアミック酸の分子量も大きいことが望まれる。一方、ポリイミド前駆体膜を湿式エッ
チングによりパターン加工を行う場合、ポリアミック酸の分子量が大きすぎると、現像に
要する時間が長くなりすぎるという問題がある。したがって、構造単位の繰り返し数の好
ましい範囲は１５～１０００、より好ましくは１８～４００、さらに好ましくは２０～１
００である。なお、ポリアミック酸の分子量には一般にばらつきがあるため、ここでいう
構造単位の繰り返し数の好ましい範囲とは、この範囲の中に全ポリアミック酸の構造単位
の５０モル％以上、好ましくは７０モル％以上、さらに好ましくは９０モル％以上が入っ
ていることを意味する。
【００４９】
　感光性赤色着色剤組成物に用いる樹脂の例として、アクリル系樹脂について述べる。ア
クリル系樹脂としては、感光性を持たせるため、少なくともアクリル系ポリマー、多官能
モノマーあるいはオリゴマー、光重合開始剤を含有させた構成を有するのが一般的である
。
【００５０】
　使用できるアクリル系ポリマーとしては、特に限定はないが、不飽和カルボン酸とエチ
レン性不飽和化合物の共重合体を好ましく用いることができる。不飽和カルボン酸の例と
しては、例えばアクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、クロトン酸、マレイン酸、フマ
ル酸、ビニル酢酸、あるいは酸無水物などがあげられる。
【００５１】
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　これらは単独で用いても良いが、他の共重合可能なエチレン性不飽和化合物と組み合わ
せて用いても良い。共重合可能なエチレン性不飽和化合物としては、具体的には、アクリ
ル酸メチル、メタクリル酸メチル、アクリル酸エチル、メタクリル酸エチル、アクリル酸
ｎ－プロピル、アクリル酸イソプロピル、メタクリル酸ｎープロピル、メタクリル酸イソ
プロピル、アクリル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸ｎ－ブチル、アクリル酸ｓｅｃ－ブチル
、メタクリル酸ｓｅｃ－ブチル、アクリル酸イソ－ブチル、メタクリル酸イソ－ブチル、
アクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、メタクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル、アクリル酸ｎ－ペンチル
、メタクリル酸ｎ－ペンチル、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチ
ルメタクリレート、ベンジルアクリレート、ベンジルメタクリレートなどの不飽和カルボ
ン酸アルキルエステル、スチレン、ｐ－メチルスチレン、ｏ－メチルスチレン、ｍ－メチ
ルスチレン、α－メチルスチレンなどの芳香族ビニル化合物、アミノエチルアクリレート
などの不飽和カルボン酸アミノアルキルエステル、グリシジルアクリレート、グリシジル
メタクリレートなどの不飽和カルボン酸グリシジルエステル、酢酸ビニル、プロピオン酸
ビニルなどのカルボン酸ビニルエステル、アクリロニトリル、メタクリロニトリル、α－
クロルアクリロニトリルなどのシアン化ビニル化合物、１，３－ブタジエン、イソプレン
などの脂肪族共役ジエン、それぞれ末端にアクリロイル基、あるいはメタクリロイル基を
有するポリスチレン、ポリメチルアクリレート、ポリメチルメタクリレート、ポリブチル
アクリレート、ポリブチルメタクリレート、ポリシリコーンなどのマクロモノマーなどが
あげられるが、これらに限定されるものではない。
【００５２】
　また、側鎖にエチレン性不飽和基を付加したアクリル系ポリマーを用いると、加工の際
の感度がよくなるので好ましい。エチレン性不飽和基としては、ビニル基、アリル基、ア
クリル基、メタクリル基などがあげられる。このような側鎖をアクリル系（共）重合体に
付加させる方法としては、アクリル系（共）重合体のカルボキシル基や水酸基などを有す
る場合には、これらにグリシジル基を有するエチレン性不飽和化合物やアクリル酸または
メタクリル酸クロライドを付加反応させる方法が一般的である。その他、イソシアネート
を利用してエチレン性不飽和基を有する化合物を付加させることもできる。ここでいうグ
リシジル基を有するエチレン性不飽和化合物やアクリル酸またはメタクリル酸クロライド
としては、アクリル酸グリシジル、メタクリル酸グリシジル、α－エチルアクリル酸グリ
シジル、クロトニルグリシジルエーテル、クロトン酸グリシジルエーテル、イソクロトン
酸グリシジルエーテル、アクリル酸クロライド、メタクリル酸クロライドなどがあげられ
る。
【００５３】
　本発明の赤色着色剤組成物におけるアクリル系樹脂の含有量は、固形分全体に対し、好
ましくは、１０～５０質量％、より好ましくは１２～４０質量％、更に好ましくは１５～
３０質量％である。アクリル系樹脂の含有量が１０質量％より少ないと、現像液に対する
溶解性が低下し、パターニング性能に問題が生じる場合がある。アクリル系樹脂の含有量
が５０質量％を超えて多いと、相対的に多官能モノマー、光開始剤等、他の成分の含有量
が少なくなるため、十分な感度が出ず、必要露光量が大きくなりすぎてタクトオーバーに
なったり、現像液への溶解性が大きすぎ、現像時の剥がれが生じたりする場合がある。
【００５４】
　多官能モノマーとしては、例えば、ビスフェノールＡジグリシジルエーテル（メタ）ア
クリレート、ポリ（メタ）アクリレートカルバメート、変性ビスフェノールＡエポキシ（
メタ）アクリレート、アジピン酸１，６－ヘキサンジオール（メタ）アクリル酸エステル
、無水フタル酸プロピレンオキサイド（メタ）アクリル酸エステル、トリメリット酸ジエ
チレングリコール（メタ）アクリル酸エステル、ロジン変性エポキシジ（メタ）アクリレ
ート、アルキッド変性（メタ）アクリレート、トリプロピレングリコールジ（メタ）アク
リレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリ
シジルエーテルジ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレ
ート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、トリアクリルホルマール、ペン
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タエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）
アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレートなどがあげられる。
これらは単独または混合して用いることができる。また、エチル（メタ）アクリレート、
２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ｎ
－ブチルメタクリレート、グリシジルメタクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、
ステアリル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレートなどの単官能モノ
マーも併用することができ、これらの２種以上の混合物、あるいはその他の化合物との混
合物などが用いられる。これらの多官能及び単官能モノマーやこれらモノマーからなるオ
リゴマーを選択、組み合わせることにより、ペーストの感度や加工性の特性をコントロー
ルすることが可能である。特に、硬度を高くするにはアクリレート化合物よりメタクリレ
ート化合物を用いることが好ましく、また、感度を上げるためには、官能基が３以上ある
化合物を用いることが好ましい。また、メラミン類、グアナミン類などもアクリル系モノ
マーの代わりに好ましく用いることができる。
【００５５】
　本発明の赤色着色剤組成物における多官能モノマーの含有量は、固形分全体に対し、好
ましくは、１０～５０質量％、より好ましくは１２～４０質量％、更に好ましくは１５～
３０質量％である。アクリル系樹脂の含有量が１０質量％より少ないと、光に対して膜が
十分に硬化せず、現像時のパターン膨潤等の形状異常が発生したりする場合がある。多官
能モノマーの含有量が５０質量％を超えて多いと、相対的にアクリル系樹脂、光開始剤等
、他の成分の含有量が少なくなるため、十分な感度が出ず、必要露光量が大きくなりすぎ
てタクトオーバーになったり、現像液への溶解性が大きすぎ、現像時の剥がれが生じたり
する場合がある。
【００５６】
　光重合開始剤としては、特に限定はなく、公知のものが使用でき、例えば、ベンゾフェ
ノン、Ｎ，Ｎ’－テトラエチル－４，４’－ジアミノベンゾフェノン、４－メトキシ－４
’－ジメチルアミノベンゾフェノン、２，２－ジエトキシアセトフェノン、ベンゾイン、
ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、ベンジルジメチルケタール
、α－ヒドロキシイソブチルフェノン、チオキサントン、２－クロロチオキサントン、１
－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－１－[４－（メチルチオ）フ
ェニル]－２－モルホリノ－１－プロパン、ｔ－ブチルアントラキノン、１－クロロアン
トラキノン、２，３－ジクロロアントラキノン、３－クロル－２－メチルアントラキノン
、２－エチルアントラキノン、１，４－ナフトキノン、９，１０－フェナントラキノン、
１，２－ベンゾアントラキノン、１，４－ジメチルアントラキノン、２－フェニルアント
ラキノン、２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール２量体などが
あげられる。また、その他のアセトフェノン系化合物、イミダゾール系化合物、ベンゾフ
ェノン系化合物、チオキサントン系化合物、リン系化合物、トリアジン系化合物、あるい
はチタネート等の無機系光重合開始剤なども好ましく用いることができる。また、ｐ－ジ
メチルアミノ安息香酸エステルなどの増感助剤を添加すると、さらに感度を向上させるこ
とができ好ましい。また、これらの光重合開始剤は２種類以上を併用して用いることもで
きる。
【００５７】
　光重合開始剤の添加量としては、特に限定はないが、着色剤組成物全固形分に対して、
好ましくは１～３０質量％、より好ましくは５～２５質量％、さらに好ましくは１０～２
０質量％である。
【００５８】
　本発明の赤色着色剤組成物において、塗工性、乾燥性などの観点から、樹脂成分と顔料
をあわせた固形分濃度は、２～３０質量％、好ましくは３～２５質量％、さらに好ましく
は５～２０質量％の範囲で使用する。
【００５９】
　本発明の赤色着色剤組成物における溶剤としては、使用する樹脂を溶解するものを好ま
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しく使用することができる。ポリアミック酸を溶解する溶剤としては、例えばＮ―メチル
―２―ピロリドン、Ｎ，Ｎ―ジメチルアセトアミド、Ｎ，Ｎ―ジメチルホルムアミドなど
のアミド系極性溶媒、β―プロピオラクトン、γ―ブチロラクトン、γ―バレロラクトン
、δ―バレロラクトン、γ―カプロラクトン、ε―カプロラクトンなどのラクトン類など
が挙げられる。また、アクリル系樹脂の場合には、これらに加え、例えばメチルセロソル
ブ、エチルセロソルブ、メチルカルビトール、エチルカルビトール、プロピレングリコー
ルモノエチルエーテルなどのエチレングリコールあるいはプロピレングリコール誘導体、
あるいは、プロピレングリコールモノエチルエーテルアセテート、アセト酢酸エチル、メ
チル―３―メトキシプロピオネート、３―メチル―３―メトキシブチルアセテートなどの
脂肪族エステル類、あるいは、エタノール、３―メチル―３―メトキシブタノールなどの
脂肪族アルコール類、シクロペンタノン、シクロヘキサノンなどのケトン類を用いること
も可能である。
【００６０】
　また、本発明の赤色着色剤組成物に用いる溶剤としては使用樹脂を溶解する単独あるい
は２種類以上の溶媒の混合溶媒を、適宜組み合わせて使用するのが好ましい。この場合は
、副溶剤として、使用する樹脂に対する貧溶媒を用いることも可能である。好ましい溶媒
としては、特に限定されるわけではないが、例えばＮ－メチルピロリドンとシクロペンタ
ノンの混合溶媒などがあげられる。アクリル系樹脂の場合には、シクロペンタノン単独で
も好ましく用いることができる。
【００６１】
　本発明の赤色着色剤組成物には、塗布性、着色被膜の乾燥性を良好にする目的で、界面
活性剤を添加することもできる。界面活性剤の添加量は通常、顔料の０．００１～１０質
量％、好ましくは０．０１～１質量％である。添加量が少なすぎると塗布性、着色被膜の
乾燥性の改良の効果が小さく、多すぎると逆に塗膜物性が不良となる場合がある。界面活
性剤の具体例としては、ラウリル硫酸アンモニウム、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル硫酸トリエタノールアミンなどの陰イオン界面活性剤、ステアリルアミンアセテート、
ラウリルトリメチルアンモニウムクロライドなどの陽イオン界面活性剤、ラウリルジメチ
ルアミンオキサイド、ラウリルカルボキシメチルヒドロキシエチルイミダゾリウムベタイ
ンなどの両性界面活性剤、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンス
テアリルエーテル、ソルビタンモノステアレートなどの非イオン界面活性剤、ポリジメチ
ルシロキサンなどを主骨格とするシリコーン系界面活性剤などが挙げられる。本発明では
、これらに限定されずに、界面活性剤を１種または２種以上用いることができる。界面活
性剤以外にも、密着性改良剤、硬化促進剤などを添加することもできる。
【００６２】
　以下、本発明の赤色着色剤組成物を用いたカラーフィルターの製造方法を説明する。
カラーフィルターは、通常、ブラックマトリクス（ＢＭ）を形成せしめた透明基板上に、
ＲＧＢ３色のパターンを形成させた構造を持つ。
【００６３】
　ＢＭは、公知のもの、すなわち、Ｃｒ、Ｃｒ酸窒化物、あるいは、樹脂中にカーボンブ
ラック、あるいはチタンブラック等の遮光材を分散させた樹脂ＢＭを好ましく用いること
が出来る。
【００６４】
　Ｇ、Ｂ画素を形成させるための緑色、青色着色剤組成物としては、特に限定はなく、例
えば、上記で述べた本発明の赤色着色剤組成物と同様に、樹脂、溶剤中にそれぞれ下記の
ような顔料を分散せしめた組成物を使用することが出来る。
【００６５】
　緑色着色剤組成物に使用できる顔料としては、例えば、主顔料として、ピグメントグリ
ーン（ＰＧ）７、１０、３６、３７、３８、４７といった緑色顔料、副顔料として、ＰＹ
１２、１３、１４、１７、２０、２４、８３、８６、９３、９４、９５、１０９、１１０
、１１７、１２５、１２９、１３７、１３８、１３９、１４７、１４８、１５０、１５３
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、１５４、１５５、１６６、１７３、１８０、１８５といった黄色顔料などが挙げられる
。なお、上記顔料は必要に応じて、ロジン処理、酸性基処理、塩基性処理、顔料誘導体処
理などの表面処理が施されているものを使用しても良い。
【００６６】
　これらの中で、主顔料としては、特にＰＧ７、及び／またはＰＧ３６を使用するのが好
ましく、副顔料としては、特にＰＹ１３８、及び／またはＰＹ１５０を含んで調色される
のが好ましい。ＰＧ７及び／またはＰＧ３６と、ＰＹ１３８を組み合わせて調色する場合
は、全顔料中のＰＧ７及び／またはＰＧ３６の含有量が４０～８０質量％であることが好
ましく、５０～７０質量％であることがより好ましい。また、ＰＧ７及び／またはＰＧ３
６と、ＰＹ１５０を組み合わせて調色する場合は、全顔料中のＰＧ７及び／またはＰＧ３
６の含有量が５０～８０質量％であることが好ましく、６０～７５％であることがより好
ましい。上記顔料組成比が好ましいのは、液晶表示装置としたとき、ＥＢＵ規格の緑色色
度に近くなり、液晶テレビとして、より好適となるからである。
【００６７】
　青色着色剤組成物に使用できる顔料としては、例えば、主顔料として、ピグメントブル
ー（ＰＢ）１５（１５：１、１５：２、１５：３、１５：４、１５：６）、１６、１７、
２１、２２、６０、６４、副顔料として、ＰＶ１９、２３、２９、３０、３２、３３、３
６、３７、３８、４０、５０などが挙げられる。なお、上記顔料は必要に応じて、ロジン
処理、酸性基処理、塩基性処理、顔料誘導体処理などの表面処理が施されているものを使
用しても良い。
【００６８】
　これらの中で、主顔料としてＰＢ１５：６、副顔料としてＰＶ２３を含んで調色される
のが好ましい。ＰＢ１５：６とＰＶ２３とを組み合わせて調色する場合は、全顔料中のＰ
Ｂ１５：６の比率が７０～９０質量％、ＰＶ２３の重量比率が１０～３０質量％であるこ
とが好ましく、ＰＢ１５：６の重量比率が７５～９０質量％、ＰＶ２３の重量比率が１０
～２５質量％であることがより好ましく、ＰＢ１５：６の重量比率が７５～８５質量％、
ＰＶ２３の重量比率が１５～２５質量％であることがさらに好ましい。上記顔料組成比が
好ましいのは、液晶表示装置としたとき、ＥＢＵ規格の青色色度に近くなり、液晶テレビ
として、より好適となるからである。
【００６９】
　着色剤組成物を基板上に塗布する方法としては、スピンコーター、バーコーター、ブレ
ードコーター、ロールコーター、ダイコーター、スクリーン印刷法などで基板に塗布する
方法、基板を溶液中に浸漬する方法、溶液を基板に噴霧するなどの種々の方法を用いるこ
とができる。基板としては通常、ソーダガラス、無アルカリガラス、ホウケイ酸ガラス、
石英ガラスなどの透明基板や、シリコン、ガリウム－ひ素などの半導体基板などが用いら
れるが、特にこれらに限定されない。なお、基板上に着色剤組成物を塗布する場合、シラ
ンカップリング剤、アルミニウムキレート剤、チタニウムキレート剤などの接着助剤で基
板表面を処理しておくと、着色被膜と基板の接着力を向上させることができ、必要に応じ
て行われる。
【００７０】
　着色剤組成物を前記のような方法で透明基板上に塗布した後、風乾、加熱乾燥、真空乾
燥などにより、着色剤組成物の塗膜を形成する。加熱乾燥の場合、オーブン、ホットプレ
ートなどを使用し、５０～１８０℃の範囲で１分～３時間行うのが好ましい。次に着色剤
組成物が非感光性の場合、塗膜上にフォトレジストを塗布し、フォトレジスト被膜を形成
する。感光性の場合フォトレジストは必要ないが、必要に応じて酸素遮断膜を形成しても
良い。続いて該被膜上にマスクを置き、露光装置を用いて紫外線を照射する。ついでアル
カリ現像液でカラーペースト塗膜のエッチングを行う。フォトレジスト被膜または酸素遮
断膜がある場合には、これらの現像またはエッチングも同時に行い、続いてこれらを剥離
液により除去する。
【００７１】
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　本発明に用いられるアルカリ現像液に用いるアルカリ性物質としては特に限定はしない
が、例えば水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、ケイ酸
ナトリウム、メタケイ酸ナトリウム、アンモニア水等の無機アルカリ類、エチルアミン、
ｎ－プロピルアミン等の１級アミン類、ジエチルアミン、ジ－ｎ－プロピルアミン等の２
級アミン類、トリエチルアミン、メチルジエチルアミン等の３級アミン類、テトラメチル
アンモニウムヒドロキシド（ＴＭＡＨ）等のテトラアルキルアンモニウムヒドロキシド類
、コリン等の４級アンモニウム塩、トリエタノールアミン、ジエタノールアミン、モノエ
タノールアミン、ジメチルアミノエタノール、ジエチルアミノエタノール等のアルコール
アミン類、ピロール、ピペリジン、１，８－ジアザビシクロ[５，４，０]－７－ウンデセ
ン、１，５－ジアザビシクロ[４，３，０]－５－ノナン、モルホリン等の環状アミン類な
どの有機アルカリ類が挙げられる。現像条件、塗膜条件にもよるが、無機アルカリ類とし
ては、水酸化カリウム、あるいは炭酸ナトリウムが好ましく、有機アルカリ類としては、
テトラアルキルアンモニウムヒドロキシド類、アルコールアミン類といった水酸基含有有
機アミン類が好ましく、より具体的にはジエチルアミノエタノール、ジメチルアミノエタ
ノール、ＴＭＡＨが特にエッチング膜への浸透性に優れるため、好ましい。また上記のア
ルカリ現像液にエタノール、γーブチロラクトン、ジメチルホルムアミド、Ｎ－メチル－
２－ピロリドン等の水溶性有機溶媒を適宜加えても良い。
【００７２】
　得られた着色剤組成物の塗膜パターンは、その後、加熱処理することによってパターン
ニングされたカラーフィルターとなる。加熱処理は通常、空気中、窒素雰囲気中、あるい
は、真空中などで、１５０～３５０℃、好ましくは１８０～３００℃の温度のもとで、０
．５～５時間、連続的または段階的に行われる。この加熱工程により、ポリイミド前駆体
はポリイミドに変換され、感光アクリル樹脂は硬化が進む。
【００７３】
　上記のようなパターンニング工程をＲ、Ｇ、Ｂなどの各色について順次行うと、液晶表
示装置用カラーフィルターが作製できる。ここで各色のパターンニング順序は限定されな
い。本発明においては、１色または複数色の画素がパターン状に設けられたカラーフィル
ターにおいて、前記の画素が着色層を有し、該着色層のうち少なくとも一色を上述の赤色
着色剤組成物により形成することにより、優れた色再現性、透過率、コントラスト比の液
晶表示装置を得ることができる。
【００７４】
　次に、本発明のカラーフィルターを用いて作成した液晶表示装置について説明する。本
発明は、ツイステッド・ネマティック（ＴＮ）、スーパー・ツイステッド・ネマティック
（ＳＴＮ）、イン・プレーン・スイッチング（ＩＰＳ）、ヴァーティカリー・アライメン
ト（ＶＡ）、オプティカリー・コンベンセンド・ベンド（ＯＣＢ）などのカラーフィルタ
ーを使用してカラー表示を行う液晶表示モードに適用することができる。本発明のカラー
フィルターは液晶テレビとして好適な広い色再現範囲、高透過率、高コントラスト比を有
している。従って、適用する液晶表示モードとしては、これらの中で、液晶テレビに広く
使用されている、ＴＮ、ＶＡ、ＩＰＳの各モードが好ましい。
【００７５】
　上記カラーフィルター上に、必要に応じて透明保護膜を形成し、さらにその上にＩＴＯ
膜などの透明電極を製膜する。さらにその上に液晶配向のためのラビング処理を施した液
晶配向膜を設ける。次に、このカラーフィルター基板と、ＩＴＯ膜などの透明電極が透明
基板上に形成された透明電極基板とを、セルギャップ保持のためのスペーサーを介して、
対向させて貼りあわせる。なお、透明電極基板上には、透明電極以外に、薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ）素子や薄膜ダイオード（ＴＦＤ）素子、および走査線、信号線などを設け、
ＴＦＴ液晶表示装置や、ＴＦＤ液晶表示装置を作成することができる。次に、シール部に
設けられた注入口から液晶を注入した後に、注入口を封止する。つぎに、偏光板を基板の
外側に貼りあわせた後にＩＣドライバー等を実装することにより液晶表示装置が完成する
。
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【実施例】
【００７６】
　以下、実施例に基づいて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されない
。
【００７７】
　なお、実施例における測定方法は以下の通りである。
＜波長４１０ｎｍにおける透過率（％）Ｔ４１０、波長６３０ｎｍにおける透過率（％）
Ｔ６３０＞
　大塚電子（株）製、顕微分光光度計“ＭＣＰＤ－２０００”を用いて、赤色カラーフィ
ルターの分光透過率を測定し、波長４１０ｎｍ、６３０ｎｍの透過率（％）をそれぞれ、
Ｔ４１０、Ｔ６３０とした。塗布厚みを変更して測定を行い、Ｃ光源においてｘ＝０．６
５０となる塗布厚みにおけるＴ４１０、Ｔ６３０を求めた。
＜Ｃ光源においてｘ＝０．６５０となる塗膜を形成したときのｙ、Ｙ＞
　赤色カラーフィルターのＣ光源におけるＸＹＺ表色系における色度座標（ｘ、ｙ）、及
びＹは、大塚電子（株）製、顕微分光光度計“ＭＣＰＤ－２０００”を用いて測定した。
バックライト光源における色度座標は、得られた赤色カラーフィルターの下に、赤、緑、
青色蛍光体を用いた色温度７９６３Ｋの３波長型バックライトを置いて同じく、大塚電子
（株）製、顕微分光光度計“ＭＣＰＤ－２０００”を用いて測定した。塗布厚みを変更し
て測定を行い、Ｃ光源においてｘ＝０．６５０となる塗布厚みにおけるｙ、Ｙを求めた。
なお、Ｃ光源を用いた場合のＹは、Ｙ＞１５であれば良好であるとみなすことができる。
＜ＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄ＞
上記測定法により得られた、Ｃ光源においてｘ＝０．６５０となる塗膜を形成したときの
の該塗膜のバックライト光源における色度座標（ｘ、ｙ）と、ＥＢＵ規格のＲ色度座標（
ｘ０、ｙ０）＝（０．６４、０．３３）との乖離を下記式（３）により求めた。なお、Ｅ
ＢＵ規格からの乖離を示す指数Ｄは、０．０１５以内であると良好であると見なすことが
できる。
Ｄ＝｛（ｘ－ｘ０）２＋（ｙ－ｙ０）２｝１／２　　（３）
＜顔料の平均分散径＞日機装（株）製粒度分布測定装置”マイクロトラックＵＰＡ－１５
０”を使用して測定した体積頻度分布の５０％粒子径を平均分散径とした。測定方法とし
ては、対象となる赤色着色剤組成物をプロピレングリコールモノメチルエーテルアセテー
トで希釈した液をサンプルとし、粒子屈折率１．８０、粒子密度１．００、液屈折率１．
４０、液粘度１．１４をパラメーターとして入力して測定した。
＜コントラスト比＞赤色カラーフィルターを、膜面が全測定面積に入るように偏光子と検
光子の間に置き、偏光子と検光子が平行の時の光線透過率（Ｉ１）と、偏光子と検光子が
直行したときの光線透過率（Ｉ２）の比（Ｉ１／Ｉ２）を測定することにより測定した。
偏光子と検光子には日東電工（株）製偏光フィルム”ＮＰＦ－Ｇ１２２０ＤＵＮ”を使用
した。光源には熱陰極管を用いたバックライトユニットである明拓システム製”ＦＬ８Ａ
－ＥＸ／７０”を使用した。間にカラーフィルター基板が挿入された２枚の偏光フィルム
を透過する光の輝度を、色彩輝度計、トプコン（株）製”ＢＭ－５Ａ”を使用して視野１
°の条件で測定し、カラーフィルターのコントラスト比を求めた。なお、カラーフィルタ
ーのコントラスト比は、１３００以上であると良好であると見なすことができる。
【００７８】
　合成例１（ＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ａの合成）
　ＰＲ２５４（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製“ＩＲＧＡＰＨＯＲ　ＲＥＤ”（
商品名）ＢＴ－ＣＦ）６０ｇを攪拌しながら２０℃で発煙硫酸（２８％ＳＯ３　）７８０
ｇ中に投入した。３時間攪拌した後、氷水１５００ｇ中に注ぎ入れた。３０分間放置後、
生じた懸濁液を濾過し、得られた生成物を３００ｍｌの純水で洗浄した。純水２０００ｍ
ｌ中へ前記生成物を投入し、アンモニア水溶液でｐＨが７以上になるまでアンモニア水溶
液を添加し、中和を行い、次いで濾過を行った。得られたウェット結晶を純水で洗浄した
後、８０℃で乾燥した。乾燥して得られたものを純水による洗浄、濾過、乾燥という操作
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を１０回繰り返して、６９ｇのＰＲ２５４スルホン酸基含有誘導体ＲＳ－Ａを得た。
【００７９】
　得られたＰＲ２５４スルホン酸基含有誘導体ＲＳ－Ａをイオン交換水に投入して超音波
を５分間印加し、混合液を作製した。紫外可視分光光度計（（株）島津製作所製Ｍｕｌｔ
ｉＳｐｅｃ－１５００）を用いて、得られた混合液の吸収スペクトルの測定を室温にて行
った。波長４００～８００ｎｍの範囲において最大の吸光度を示す吸収スペクトルのピー
クの波長は４７５ｎｍであり、これを最大吸収波長とした。
【００８０】
　合成例２（ＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｂの合成）
　反応温度を２５℃としたこと以外は合成例１と同様の方法でスルホン化反応を行い、７
０ｇのＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｂを得た。合成例１と同様の方法により、ＰＲ
２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｂの吸収スペクトルを測定したところ、最大吸収波長は４
８８ｎｍであった。
【００８１】
　合成例３（ＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｃの合成）
　反応温度を３０℃としたこと以外は合成例１と同様の方法でスルホン化反応を行い、６
８ｇのＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｃを得た。合成例１と同様の方法により、ＰＲ
２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｃの吸収スペクトルを測定したところ、最大吸収波長は５
００ｎｍであった。
【００８２】
　合成例４（ＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｄの合成）
　反応温度を４０℃としたこと以外は合成例１と同様の方法でスルホン化反応を行い、６
７ｇのＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｄを得た。合成例１と同様の方法により、ＰＲ
２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｄの吸収スペクトルを測定したところ、最大吸収波長は５
０６ｎｍであった。
【００８３】
　合成例５（ＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｅの合成）
　反応温度を５０℃としたこと以外は実施例１と同様の方法でスルホン化反応を行い、６
８ｇのＰＲ２５４スルホン化誘導体ＲＳ－Ｅを得た。合成例１と同様の方法により、吸収
スペクトルを測定したところ、最大吸収波長は５１３ｎｍであった。
【００８４】
　合成例６（ＰＲ１７７スルホン化誘導体ＲＳ－Ｆの合成）
　ＰＲ１７７（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製“ＣＨＲＯＭＯＰＨＴＡＬ　ＲＥ
Ｄ”（商品名）Ａ２Ｂ）６０ｇを攪拌しながら２０℃で発煙硫酸（２８％ＳＯ３　）７８
０ｇ中に投入した。３時間攪拌した後、氷水１５００ｇ中に注ぎ入れた。３０分間放置後
、生じた懸濁液を濾過し、得られた生成物を３００ｍｌの純水で洗浄した。純水２０００
ｍｌ中へ前記生成物を投入し、アンモニア水溶液でｐＨが７以上になるまでアンモニア水
溶液を添加し、中和を行い、次いで濾過を行った。得られたウェット結晶を純水で洗浄し
た後、８０℃で乾燥した。乾燥して得られたものを純水による洗浄、濾過、乾燥という操
作を１０回繰り返して、７２ｇのＰＲ１７７スルホン酸基含有誘導体ＲＳ－Ｆを得た。
【００８５】
　実施例１
　Ａ．アクリルポリマー使用顔料分散液の作成
　ＰＲ２５４ ３０．８ｇ、ＰＲ１７７ ８４．０ｇ、ＰＹ１３９ ２５．２ｇと分散剤と
して味の素ファインテクノ製”アジスパー”ＰＢ８２１の３５％プロピレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテート（ＰＧＭＥＡ）溶液 １２０ｇ、アクリルポリマーとして、
ダイセル化学製”サイクロマー”ＡＣＡ２５０（４５％溶液） ９３．３３ｇおよびＰＧ
ＭＥＡ ６４６．６７ｇを混合して撹拌し、予備分散液を作製した。なお、この時の顔料
組成比（重量比）は、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝２２／６０／１８である。
また、ＰＲ２５４，ＰＲ１７７の添加量のうちの３質量％は、上記合成例１、６で合成し
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た、それぞれの顔料構造の芳香環にスルホン酸基を導入した誘導体ＲＳ－Ａ、ＲＳ－Ｆを
分散剤として添加し、これらも当該顔料として計上した。この予備分散液を、直径０．０
５ｍｍのジルコニアビーズを０．５Ｌの容積を有するベッセル内に８５体積％充填したビ
ーズミルを使用し、周速１１ｍ／ｓで３時間分散し、顔料分散液を得た。
【００８６】
　Ｂ．感光アクリルカラーペーストの作成
　Ａで得た分散液５７．２１ｇに、ダイセル化学製アクリルポリマー”サイクロマー”Ａ
ＣＡ２５０（４５質量％溶液） ５．０３ｇ、日本化薬製多官能モノマー”カヤラッド”
ＤＰＨＡ ４．６７ｇ、チバ・スペシャルティ・ケミカルズ製光開始剤”イルガキュア”
９０７ ２．８ｇ、日本化薬製増感剤”カヤキュア”ＤＥＴＸ－Ｓ １．４ｇをプロピレン
グリコールモノメチルエーテルアセテート２８．８４ｇで希釈した溶液、計４２．７９ｇ
を添加混合し、さらにｂｉｃ　ｃｈｅｍｉｅ社製界面活性剤“ＢＹＫ３６１”を固形分全
体の１０００ｐｐｍになるよう添加し、アクリル樹脂を使用した感光性の赤色着色剤組成
物を得た。
【００８７】
　この赤色着色剤組成物の顔料組成を表１に、顔料の平均分散径を表２に示す。
【００８８】
【表１】

【００８９】
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【表２】

【００９０】
　Ｃ．赤色カラーフィルターの作成
　透明ガラス基板上に上記赤色着色剤組成物をスピナーを用いて塗布し、その後熱風オー
ブン中９０℃、１０分加熱処理することにより、赤色着色剤組成物塗膜を得た。なお、赤
色着色剤組成物の塗布は、スピナー回転数を調整して、パターンの色度がＣ光源でｘ＝０
．６５０になるようにした。次にネガマスクを介し所定領域を露光し、０．０４％水酸化
カリウム水溶液に、非イオン界面活性剤として“エマルゲン”Ａ－６０（ＨＬＢ１２．８
、ポリオキシエチレン誘導体））（花王（株）製）を現像液総量に対して０．１質量％添
加したアルカリ現像液で９０秒間揺動しながら浸漬を行い現像し、続いて純水洗浄するこ
とにより、パターンニング基板を得た。得られたパターンニング基板を熱風オーブン中で
２２０℃で３０分保持することにより、アクリル系樹脂の硬化を行った。以上により赤色
カラーフィルターを作成した。
【００９１】
　この赤色カラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（
Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライ
ト光源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【００９２】
　実施例２
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝３０／５１
／１９とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成
した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源に



(21) JP 4821316 B2 2011.11.24

10

20

30

40

50

おけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透
過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢ
Ｕ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【００９３】
　実施例３
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝３７／５３
／１０とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成
した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源に
おけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透
過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢ
Ｕ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【００９４】
　実施例４
　Ｄ．ポリアミック酸の合成
　４、４′－ジアミノジフェニルエーテル ９５．１ｇおよびビス(３－アミノプロピル)
テトラメチルジシロキサン ６．２ｇをγ－ブチロラクトン ５２５ｇ、Ｎ－メチル－２－
ピロリドン ２２０ｇと共に仕込み、３、３′、４、４′－ビフェニルテトラカルボン酸
二無水物 １４４．１ｇを添加し、７０℃で３時間反応させた後、無水フタル酸 ３．０ｇ
を添加し、さらに７０℃で２時間反応させ、２５重量％のポリアミック酸溶液（ＰＡＡ－
１）を得た。
【００９５】
　Ｅ．ポリマー分散剤の合成
　４、４′－ジアミノベンズアニリド １６１．３ｇ、３、３′－ジアミノジフェニルス
ルホン １７６．７ｇ、およびビス(３－アミノプロピル)テトラメチルジシロキサン １８
．６ｇをγ－ブチロラクトン ２６６７ｇ、Ｎ－メチル－２－ピロリドン ５２７ｇと共に
仕込み、３、３′、４、４′－ビフェニルテトラカルボン酸二無水物 ４３９．１ｇを添
加し、７０℃で３時間反応させた後、無水フタル酸 ２．２ｇを添加し、さらに７０℃で
２時間反応させ、２０重量％のポリアミック酸溶液（ＰＤ－１）を得た。
【００９６】
　Ｆ．ポリアミック酸使用顔料分散液の作成
　ピグメントレッドＰＲ２５４　１１．８８ｇ、ピグメントレッドＰＲ１７７ ３２．４
０ｇ、ピグメントイエローＰＹ１３９ ９．７２ｇとポリマー分散剤（ＰＤ－１） ３０ｇ
およびγ－ブチロラクトン ９１６ｇを混合して撹拌し、予備分散液を作製した。なお、
この時の顔料組成比（重量比）は、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝２２／６０／
１８である。また、ＰＲ２５４，ＰＲ１７７の添加量のうちの３質量％は、それぞれの顔
料構造の芳香環にスルホン酸基を導入した誘導体を分散剤として添加し、これらも当該顔
料として計上した。この予備分散液を、０．０５ｍｍのジルコニアビーズを０．５Ｌの容
積を有するベッセル内に８５体積％充填したビーズミルを使用し、周速１１ｍ／ｓで３時
間分散し、顔料分散液を得た。
【００９７】
　Ｇ．赤色着色剤組成物の作成
　Ｃで得られた顔料分散液４４．４５ｇにポリマー溶液（ＰＡＡ－１） １３．３４ｇを
γ－ブチロラクトン ２２．８２ｇ、３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール １８．
８０ｇで希釈した溶液を添加混合し、さらにｂｉｃ ｃｈｅｍｉｅ社製界面活性剤“ＢＹ
Ｋ３６１”を固形分全体の１０００ｐｐｍになるよう添加し、ポリイミド前駆体を樹脂と
する非感光性の赤色着色剤組成物を得た。表２にこの赤色着色剤組成物の平均分散径を示
す。
【００９８】
　Ｈ．赤色カラーフィルターの作成
　透明ガラス基板上に赤色着色剤組成物をスピナー塗布し、続いて熱風オーブンで１２０
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℃、２０分乾燥し、この上にポジ型フォトレジスト（東京応化（株）製“ＯＦＰＲ－８０
０”）をスピナー塗布し、９０℃で１０分乾燥した。なお、赤色着色剤組成物の塗布は、
スピナー回転数を調整して、パターンの色度がＣ光源でｘ＝０．６５０になるようにした
。また、ポジ型フォトレジストの塗布は、乾燥後の膜厚が１．５μｍになるようにした。
次に、得られた赤色着色剤組成物、ポジ型フォトレジスト積層膜をキヤノン（株）製紫外
線露光機“ＰＬＡ－５０１Ｆ”を用い、クロム製のフォトマスクを介して６０ｍＪ/ｃｍ
２（３６５ｎｍの紫外線強度）露光した。露光後、テトラメチルアンモニウムハイドロオ
キサイドの２．２５％の水溶液からなる現像液に浸漬し、フォトレジストの現像、ポリイ
ミド前駆体の着色塗膜のエッチングを同時に行った。エッチング後不要となったフォトレ
ジスト層をアセトンで剥離した。さらにポリイミド前駆体の着色塗膜を２７０℃で３０分
熱処理し、ポリイミドに転換した。以上により赤色カラーフィルターを作成した。
【００９９】
　このカラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４

１０）、波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光
源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１００】
　実施例５
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝２２／７０
／８とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成し
た。この赤色着色剤組成物の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源での色度、
４１０ｎｍの透過率（Ｔ４１０）、６３０ｎｍの透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、
Ｃ光源での透過率、バックライト光源での色度におけるＥＢＵ規格との乖離を表１に示す
。
【０１０１】
　実施例６
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝２５／７０
／５とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成し
た。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源にお
けるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透過
率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ
規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１０２】
　実施例７
　顔料分散液における黄色顔料として、ＰＹ１３９ではなくＰＹ８３を使用した以外は、
実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成した。この赤色着色剤
組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４
１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コ
ントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す
指数Ｄを表２に示す。
【０１０３】
　実施例８
　顔料分散液における黄色顔料として、ＰＹ１３９ではなくＰＹ１３８を使用し、顔料組
成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３８＝２５／５０／２５とした以外は、実施例
１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成した。この赤色着色剤組成物
の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎ
ｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラ
スト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄ
を表２に示す。
【０１０４】
　実施例９
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　顔料分散液における黄色顔料として、ＰＹ１３９ではなくＰＹ１５０を使用した以外は
、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成した。この赤色着色
剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長
４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、
コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示
す指数Ｄを表２に示す。
【０１０５】
　実施例１０
　ＰＲ２５４構造の芳香環にスルホン酸基を導入した誘導体として、ＲＳ－Ａではなく、
合成例２で合成したＲＳ－Ｂを使用した以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤
色カラーフィルターを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カ
ラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、
波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用い
た場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１０６】
　実施例１１
　ＰＲ２５４構造の芳香環にスルホン酸基を導入した誘導体として、ＲＳ－Ａではなく、
合成例３で合成したＲＳ－Ｃを使用した以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤
色カラーフィルターを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カ
ラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、
波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用い
た場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１０７】
　実施例１２
　ＰＲ２５４構造の芳香環にスルホン酸基を導入した誘導体として、ＲＳ－Ａではなく、
合成例４で合成したＲＳ－Ｄを使用した以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤
色カラーフィルターを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カ
ラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、
波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用い
た場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１０８】
　実施例１３
　ＰＲ２５４構造の芳香環にスルホン酸基を導入した誘導体として、ＲＳ－Ａではなく、
合成例５で合成したＲＳ－Ｅを使用した以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤
色カラーフィルターを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カ
ラーフィルターのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、
波長６３０ｎｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用い
た場合の色度におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１０９】
　比較例１
　顔料分散液において、黄色顔料を使用せず、顔料組成比をＰＲ２５４／ＰＲ１７７＝６
５／３５とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作
成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源
におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける
透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥ
ＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１０】
　比較例２
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝５５／３５
／１０とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成
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した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源に
おけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透
過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢ
Ｕ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１１】
　比較例３
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝８／９０／
２とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成した
。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源におけ
るｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透過率
（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ規
格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
比較例４
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝１５．９／
５８．２／２５．９とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィ
ルターを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルタ
ーのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎ
ｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度
におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１２】
　比較例５
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝３７／３７
．７／２５．３とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルタ
ーを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターの
Ｃ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍに
おける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度にお
けるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１３】
　比較例６
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝２２／５０
／２８とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成
した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源に
おけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透
過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢ
Ｕ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１４】
　比較例７
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝７６／９／
１５とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成し
た。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源にお
けるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透過
率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢＵ
規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１５】
　比較例８
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝６０．７／
１５．３／２４とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルタ
ーを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターの
Ｃ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍに
おける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度にお
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けるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１６】
　比較例９
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝５０／２０
／３０とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成
した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源に
おけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透
過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢ
Ｕ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１７】
　比較例１０
　顔料分散液における顔料組成比を、ＰＲ２５４／ＰＲ１７７／ＰＹ１３９＝３２／３０
／３８とした以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルターを作成
した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターのＣ光源に
おけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍにおける透
過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度におけるＥＢ
Ｕ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１８】
　比較例１１
　顔料分散液において、ＰＲ２５４、ＰＲ１７７の構造の芳香環にスルホン酸基を導入し
た誘導体を添加しなかった以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィ
ルターを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルタ
ーのＣ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎ
ｍにおける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度
におけるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１１９】
　比較例１２
　顔料分散液において、ジルコニアビーズを直径０．０５ｍｍのものではなく、直径０．
３ｍｍのものを用いた以外は、実施例１と同様に赤色着色剤組成物、赤色カラーフィルタ
ーを作成した。この赤色着色剤組成物の顔料の平均分散径、及び赤色カラーフィルターの
Ｃ光源におけるｙ、Ｙ、波長４１０ｎｍにおける透過率（Ｔ４１０）、波長６３０ｎｍに
おける透過率（Ｔ６３０）、コントラスト比、バックライト光源を用いた場合の色度にお
けるＥＢＵ規格との乖離を示す指数Ｄを表２に示す。
【０１２０】
　表２に示すとおり、ジケトピロロピロール系顔料、アントラキノン系顔料、および黄色
顔料を含み、これら顔料の平均分散径が１００ｎｍより小さく、かつＣ光源でｘ＝０．６
５０のとき、０．３１０＜ｙ＜０．３３６であって、その透過率スペクトルが、上記式（
１）および（２）を満たすことによって、ＥＢＵ規格からの乖離が０．０１５以内のＴＶ
に適した色度を満足し、かつコントラスト比が１３００以上、Ｙが１５より大きい、高コ
ントラスト比、高透過率のカラーフィルターを得ることができた。
【０１２１】
　比較例１は、ジケトピロロピロール系顔料、アントラキノン系顔料の２種類を用いて調
色しており、ＥＢＵ規格からの乖離は小さくすることができ、またＹも高いものの、コン
トラスト比が１０００以下と極端に低くなってしまう。
【０１２２】
　比較例２は、ジケトピロロピロール系顔料、アントラキノン系顔料、および黄色顔料か
らなる３顔料系で調色された系であるが、Ｃ光源でｘ＝０．６５０のときの透過率スペク
トルのＴ４１０が４％以上の場合には、ＥＢＵ規格からの乖離は小さくすることができ、
Ｙも高いものの、コントラスト比は１０００以下とやはり極端に低くなってしまう。
【０１２３】
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　比較例３のように、Ｃ光源でｘ＝０．６５０のときのｙが０．３１０以下であると、コ
ントラスト比は高いものの、ＥＢＵ規格からの乖離が大きく、またＹが小さく低透過率に
なってしまう。
【０１２４】
　比較例４～１０のように、Ｃ光源でｘ＝０．６５０のとき、ｙが０．３３６以上である
と、Ｙが大きく高透過率であるものの、ＥＢＵ規格からの乖離が大きく、またコントラス
ト比は１０００以下と極端に低くなってしまう。
【０１２５】
　また、比較例１１、１２のように、例え実施例１、４と同一組成の顔料比であっても、
平均分散径が１００ｎｍ以上であると、ＥＢＵ規格からの乖離は小さくできるものの、Ｙ
は実施例１、４対比低くなり、コントラスト比は１０００以下と極端に低くなってしまう
。
【０１２６】
　以上のように、上記比較例のように、本発明の範囲、すなわち、ジケトピロロピロール
系顔料、アントラキノン系顔料、および黄色顔料を含み、これら顔料の平均分散径が１０
０ｎｍより小さく、かつＣ光源でｘ＝０．６５０のとき、０．３１０＜ｙ＜０．３３６で
あって、その透過率スペクトルが、上記式（１）および（２）の範囲を外れた赤色着色剤
組成物を用いた場合は、ＴＶに適した広い色再現範囲、高透過率、高コントラスト比を同
時に実現できるカラーフィルターを得ることができない。
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